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東京電力株式会社納

鶴見第=発電所および新某京発電所用るれ000kW蒸気タービン

および給水加熱装置

66,000kWSteamTurbines andFeedWater HeatingPlants

綿森 力* 横田一郎*

内 容 梗 概

東京電力株式会社鶴見第二発電所および新来京発電所用66,000kWタービン発電機および給水加熱

装置が完成され,鶴見第二発電所用のものは昭和30年12月16日よりきわめて好成績で営 運転に入

った｡本タ･-ビンは蒸気入口圧力88kg/Cm2温度510OCの高温高圧タpビンとして我国における第1
号機である｡本文にて本タ･-ビンおよび給水加熱
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て 京電力潮田発電所用

55,000kWタービン発電機を製作し,本邦における水素

冷却発電機の先鞭をつけたが,今匝慄京電~力鶴見第二発

電所および新 京発電所用66,000kW タービン発電機

2磯を完成した｡本機は我国における最高の 気圧力お

よび温度である88kg/cm2510亡Cの第1号機であり業

界に魁けて88kg/cm2510CCのタービンを製作しえた

ことに対して非常な喜びを感じる次第である｡

本機はその構造,性能において拉近の口立タービン奄

電機を代表するものであり,その製作に当っては大型,

高温,高圧タービンの設計製作に対する諸問題を基礎的

研究より始めて詳細に検討し,本タービンの設計製作の

過程においてこれ等の問題は完全に解決づれ将

大容量,高温,高圧ダ ービンの亨

さらに

作に対して自信を深め

ることができた｡こ｣に本タービンおよび

の概要を紹介する.丁.

[ⅠⅠ〕ター ビ ンの性能

水加熱装置

型(り

仕 様

本タービンの仕様は下記の通りである｡

式…………日立衝動式2汽筒榎流排気理

復水タービン

定 格 出 力‥ ….60,000kW

最大連続出ル………………………66,000kW

回 転 数…‥t…………………･3,000rpm

蒸気圧 力…………88kg/cm2g(タービン入口)

蒸気温度………‥=…‥5100C(タ･-ビン入｢l)

真 空

段

‥.730mm-Hg

(冷却水温18ロC定格出力時)

数…………‥高圧18段,低圧4段複流

抽 気 段 数‥.‥‥.
..5段

*

日立製作所日立工場

置の性能および構造を紹介する｡
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タービン発電機出れ(J〝)

第1図 高温高圧蒸気の使用によるタービンの

熱消費量の城少

Fig.1.Turbine HeatRatein Relationto

the Steam Condition

(2)蒸気状態および真空

本タービンの蒸気圧力および温度は我国において初め

ての試みである88kg/Cm2g,5100Cが採用された｡

第1図は蒸気状態が60kg/cm2,4850Cと■88kg′./

cm2,510CCにおける発電所の熱消費量の比較であるが

88kg/Cm2,510ロCの場合には60kg/cm2,4850Cの場

合に比して 6,000kW

少させることができる｡

において勲消費量は約5%減

また本計画においては特に 730mmの高貞空が指定

されいるため最 段落には23吋動賀を使用し高効率が

えられるよう計画した｡弟2図(次頁参照)は本タービン

において最終段落に20吋および23吋動翼を使用した

場一合の発電所の熱効率を比較したものであり23吋動翼

を使用した場合には730mm-Hg,60,000kW時におい

て約0.6%熱消費量を減少することができる｡
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第2図 23吋動翼の使用による熱消費量の減少

Fig･2･Percent Decrease ofHeat Rate by

the Use of23"Bucket

(3)タービンの内部効率の上昇

タービン内部効率を向上させるためつぎのような考檻

が払われている｡

(A)タービンは高址18段,低圧4段の複流で計22段

の多段式とし各段落の熟落 配分を最適に選び,また

各段落のノズルおよび軍の通路面 は実際運転時の抽

気の状態で最高効率を発揮するよう設計されている｡

(B)ノズルの形状は効率の良いネガティプノズルを採

用し高圧部は蒸気漏洩の全くない熔接構造とし,また

- 段落にはヴオーテックスノズルを用いている｡巽

形状は流体力学的に最も良く適合した効率の良い形状

上し各段落ごとに適度の反動度を持たせ最終段動翼i･ま

ヴオーテックス軍を用いて効率の向上を計っている｡

(C)調整段の習車の直径はできるだけコンパクトのも

のとし蒸気噴射範囲を仝周噴射二近い設計土し蒸気不

通過部の一翼車の風損を少くしている｡

(D)調整段のノズル群を数多く分割し

低出力運転に佐用するノズル群は末広

ノズルにして軽負荷運転の場合の効率

の向上を計っているっ

(E)ノズルと翼の高さのオーノミーーラッ

プは従 のものこ比して著るしく小さ

くしノズルを出た蒸気が乳二流入する

際に渦による損失を生ぜぬよう考慮さ

れている｡

(F)特に高圧部の軍車の径を小直径と

し一体鍛造削り出しロータの採用によ

りダイヤプラムパッキン部の径を小さ

くこして漏洩損失を減少させている｡

(G)ダイヤプラムパッキンおよびグランドのラビリン

スパッキンはスプリングで抑える方式の採用により翼

車車由との間隙を最小にすることができ漏洩損失を最少

こしている｡

(H)動翼にフィンを設けまたダイヤプラムにBTHメ

ダルを採用するこ･とによってノズルと貿の間隙を最小

こすることができこのため,動翼の頂部および側面間

隙よりのi繭曳を非常に減少させることができる｡

(Ⅰ)高低圧ロータおよび発電機の連結はギヤーカップ

リングを用いずすべてフランヂで直結し,軸受および

推力軸受数は最少とすることができるため,機械的損

失はきわめて少くすることができる｡

(J)タービングランドにはラビリンスパッキンとウォ

ーアーシールパッキンを併用しているため外部の蒸気

漏洩はきわめて少くなっている｡

(K)高低圧連絡管は低圧ケーシングに内蔵式であるた

め高低圧タービン間の蒸気の圧力損失がきわめて少

い〕

(L)低圧タービンの排気室は最も損失の少ない形状土

面積が選定されている｡

(M)低圧段落に生ずるドレンは有効な方法でダイヤプ

ラムの間隙から直接復水器に引かれる構造となってお

り低段落の湿り損失はきわめて少くなっている｡

以上のご土き設計によって本タービンの内部効率は

86%以上土なっている｡

〔ⅠⅠⅠ〕タービンの構造および材料

タービンの構造は第3園に示すように高低圧の2重宝

からなっているが高低圧タービンの連絡管は低圧車室に

内儀されて1.､るため,全長がきわめて短くあたかも単車

#タービンのようにスマートな型式となっている｡また

ガバナ機構,サーボモ←タなどi･ま前部の申由受筐内に納め

られており油の漏洩による火災防止を考慮している｡扁

靡盛感藍璽禦露一日.】≡.】忘
11 -

■

第3図 66,000kW タ ← ビ ン 断 面 図

Fig･3.Cross SectlOn Of66,000kW HitachiTurbine
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第4図 高圧タービン専峯用材料のクリープ応力

Fig.4.Creep Stress for High Pressure

Turbine ShellMaterial

低圧ロータお
.(｣マ

リ
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びよ 機 ロータはフランヂで直結されて

第5図 高 圧 タ
← ビ ン 車掌

Fig.5.HighPressure Turbine Shell

おりタービンは3軸受方式で推力申【b受は高圧タービン前

部に1箇のみでありこの方式の採用により全長は著るし

く短縮されている｡

(り ター ビン董室

高圧ケーシングは1Cr3/4Mol/′4Vの鋳鋼製であり

木材料は日立製作所の研究所および水戸工場における詳

細な基礎研究と試作を経て完成されたものであり5380C

の蒸気温度に十分耐えうるものであることが立証されて

いる｡

通常510DCの蒸気温度に対しては1Cr3/4Moある

いは1CrlMoで十分であるが,本タービンに対して

は特に我国情よりタービンの起動停止のはげしいことお

よび将来に538CCのタービンを製作する際の基礎射乍

る意味で特に1Cr3/4Mol/4Vを採用した｡第4囲lよ

1Cr3/4Mol/4V,2CrlMoおよびSCp45の高温に

おけるクリープ強度を示したものである｡高圧車重は帯

5図に見られるように蒸気室は別体に鋳造し,これらを

Ⅹ-ray,MagnapFluxで詳細に検査した筏熔接される｡

これは鋳造時のクラックを防止しまた検査を入念に行う

ためにt･ま鋳造品は景も簡単な形状であることが必要であ

るためである｡

高圧ケーシングは内部ケーシングを採用することによ

り,その構造は最も簡単な円筒形となり鋳遺の際のクこ陥

の発生を壬;カ止するとともに熱応力に対して安全な構造と

なっており,また蒸気竃は上下ケーシングに対称に配置

することにより不均一膨脹による勲応力の起らないよう

こ考慮されている｡

低圧ケーシングは鋼板熔接構避で高低圧連結管は低は

ケーシングに内蔵する構造となっており高低圧タービン

間の蒸気圧力損失を最小にするとともに全長を著るしく

第6国 債圧タービン車室模型による振動試験

Fig.6.Vibration Test of LP Turbine

Casing Model

短縮している｡本ケ←シソグの製作に先だっては第`図

に示すような模型の製作を行い構造の耐振性および強度

を一十分検 した後実物の鮒乍を行った｡低圧ケーシング

の排気至上部には大気放出安全弁が具えられている｡

(2)軸受および推力軸受

軸受は三軸受方式として機械的損失を車そ滅している｡

紆軸受は球面座による自動詞芯式である｡高低圧タ←ビ

ン問の軸受て･･ま低圧ケーシングに内蔵されているが蒸気ir･1∃昌

れ,油漏れあるい捌l倒なごの起らないよう特別の考慮

が払われている,

推力軸受は上卜半剖の､ド板に半径ん向の溝で分割され

たメタルに特殊のテ←/くを附したテーパランド型であり

高荷重に耐える能力をもつとともに非常にコンパクトで

ありまた分椚点検がきわめて容易である特長をもってい

る｡このテト→パーランドの推力軸受は帯7囲(次頁参照)

に示すような試験装置で実際の2倍までの荷.重を加え

.沌験を行ったがなんら異状を示さないことを確認で

ヽ
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第7図 テーパーランド推力軸受試験 置

Fig･7･Test Equipment of Taperedq

Land Thrust Bearing

(3)ノズルおよびダイヤフラム

高圧部は熔接式ダイヤプラムが用いられている｡伽オ

より削り出したノズルを2枚のバンドにはさんで熔接し

これをさらに外周輪と巾心板に完全に熔接している｡本

ダイヤプラムは従来の組立式のものに比して蒸気漏洩が

全くなくまた強度的にも非常に頑丈であるっ

高圧段落のダイヤプラムと撃の間隙はタ←ピンの高効

率を保つため異にフィンを設けて最小に抑えているが万

一ローダが接触しても買およびダイヤプラムを傷めない

ように翼のフィンとの最小間隙部には第8図のようにダ

イヤフラムに特殊の軟か1.-､金屑であるBTHメタルを熔

接してある｡このBTHメタルの熔接は通常の力 で行

うと気泡を生じやすく特に我国のように湿度の高い場合

にはこの傾向が署るしい｡これに対しては日立独特の方

法を考案採用して気泡の生ぜぬものを製作することに成

功した｡

申圧撲落ぶよび低圧段落にはそれぞれ綺鋼および錯鉄

の鋳込ダイヤプラムを億円している｡最終段のノズルは

ヴオーテックスノズルが用いられている｡低圧段落のダ

イヤプラムには水滴の分離装置がつけられこゝで分離さ

れた水滴はバップル板の陰からオリフィスを通じて直接

復水器に引かれるようになっており低圧段落の腐蝕を防

止している｡

(4)シャフトパ､ソキング

高圧タービングランドはウォーターシールパッキング

とラビリンスパッキングを併用し低圧タービンはウォー

ターシールパッキンのみを用いている｡ラビリンスパッ

キングは数筒のセグメントに切られ各セグメントは裏側

からスプリングで押えられる構造になっており,万一軸

土接触するような場合でもこのセグメントが軽く逃げ車

軸に強い擦勲を生じないようになっている｡ダイヤフラ

ムパッキングもこれと全く同→の構造となっている｡

ウォーターシール用の封勅王高圧タービン側は一定量

ダイヤプラムの BTH メタ/レ

BTH Metalof Diaphragm

細水タンク

ワンブタンク 嶺水芸

第9因 シャ フトパッ キン給水系統図
Fig.9.Diagram of Water Conneetions

for Shaft Packings

の水を循環させ低圧タービン側の温度の低い箇所は蒸発

した分のみを補 する方式となっている∴第?囲はウォ

ーダ･-シールの給水系統を示したものである｡

(5)巽およびロータ

タ∴-ビン翼は多年の研究と実績により決定された流体

力学的に最も効率の良い形状であり,買の植込部は買車

を外方から抱く方式であり下端のインロー部で固定され

ているため冥根部および買車に対して遠心力による曲げ

モーメントが全然加わらない形状となっている｡第l咽

i･ま撃根の光弾性実験の状況を示した写真で実根部に曲げ

モーメントが加わらないことがわかる｡
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第10図 タービン巽植込部の光弾性実験

Fig･10･Photo･ElasticInvestigation

of Turbine Bucket

調整段の動㌍は蒸気の部分噴射によって生ずる苛酷な

振動および応力に対して耐えうるような構造ヒなってお

り,第1列実は椰型のシュラウドの上にさらに板のシュ

ラウドを賀した2禿架構式となっている｡また高圧段落

の翼はフィンを有しておりダイヤプラムとの間隙よりの

蒸気漏洩を防ぐ隅造となつで･･､る｡

〕匡 段の翼はヴォ【テックス買であり根本ほフォーク

型で実車との問は3本のピンで固定される｡また最終投

動翼にはドレンによる腐蝕防止のためステライト板を銀

鎖付している｡このステライト板の銀鎖付部は一本ずつ

Ⅹ繰による検査を行って万全を期した｡

タービンロータは高低庄±も一体鍛造削り出しでNi【

Mo-Ⅴ鋼を空冷により焼準焼戻しを行って製作した｡木

材料は従 より焼入れ焼戻しを行った材料に比

して材質がきわめて均一であり高温におけろ曲りに対し

て非常に安定である｡

高低圧タービンおよび発電機ほ従凍のご土くギヤーカ

ップリングを用いず全部フランヂで直結して一軸として

1.､る｡この構造は振動に対してきわめて安定でありまた

全長も短縮することができる｡

限界連接の計算はスパンの敗が多くなると相当困難な

ものとなるがIBM計算器を用いて正確に求めることが

てきる｡この場合に一般の計算法では軸受部は剛体とし

て坂扱われるが実際iこは軸受部の揆みのため限界速度は

低下する｡

第11図･は軸受の摸みと限界速度の低｢Fの状況を示した

曲線であり,この場合の軸受の相当棲みは実験および頴

軸貫の鳩等浅み

速度 Ⅳ=剛性妄持のロータの一次の限界速度

｣Vl=軸受に耗みのある場合のロータの限界速度

第11図 軸受の みによる均一ロータの限界

Fig.11.CriticalSpeed of a Uniform Rotor

with Bearing Flexibility

第12図 限:界 度実験用モデルロ ←一夕

Fig.12.ModelRotor for CriticalSpeed

Investigation

似の型式のタービン某紙によってけ淀される｡本タービ

ンの限界速酢蛸瞳の挟みを考慮しで正確に計算され

た｡第】2図はタービンロータ限界速度の実験装置を示し

たものである｡

ロrタはバランシングマシンでバランスを取り組立て

た後にあらゆる回転数でバランスを甘夏ることができる構

造上なっている｡

木タービンの工場試験において振動は前部軸受郁で眼

界速度通過時において5/1,000mm,′7首用回転数では烹

±んご0の成績を示した〕

ロータシャフトのウォータ岬シールインベラ←を取り

付ける部分はメタライジングを行って給水ミ･こよりロト~タ

が腐蝕されるのをlちれ､て㌧･､る∴第13図はメタライジング

作業の状況を示したものである｡
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(`)調 速 装 置

調速装置は非常に感度が請`こ安相加)j_iいもゾ)でなけ

ればならない｡第14図に示すご上く調速機の検～_目.鮎土2

箇の遠心錘と引張りバネの糾.今せにより速度を検出し→

次増幅機偶のパイロット弁を動かす｡この柏出部∴こ主ヒ

ステリシスおよび摩擦を宗全工除去するような特殊の設

計となっている｡一次増幅機構がサーボモータを動かし

サーボモータが加減弁を開閉する｡全増幅率:-‡約100±

なっている｡増幅機憫の遅れを極度に少くするた狛パイ

ロット弁;ノ工程亡のものに比して著るしく大きく してあ

る｡増幅率が人きいため検出祁の微少誤差が拡大されて

ジャンビングなごの現象を呈するので検出部にはダッシ

ュポットを設けジャンビングを防し､でいる｡達磨調節装
置は検出部のセッティングを変えて行う方法土異り増幅

部に関連するようになっているため特性⊥二きわめて安定

であり,また速度調整孝が外部から容易:二変えることが

できるよう:二なっている｡

これらの調速機構は適応昭旗よび安定性を確認するた

め過渡J一占答試験,周波数応答試験が行われたが設計J)期

且転式J(イロット舞
l

速度リレー

調速機

バ/ロット弁

第14図

Fig.14.

臨

サーボモータ

第13図 タービン車軸のメ タライジング

Fig･13.Metarizing of Turbine Rotor Shaft

持した通り遅れの少い安定性の良い結果をうることがで

きた｡

第一5囲および第1`図は過渡応答試験,第17図は周波数

応答試験のオツシログラムである｡

調速機,負荷制限器,起勒装置,カバナモータ,サー

ボモータおよび危急遮断装置なご油圧関連機構は前部軸

受筐内に納まり外部への油漏れを完全に

防いでいる｡

主塞止弁は油圧ピストン,パイロット

弁を備えた油圧式で全開および全閉のみ

を行い起動は起動用ハンドルで加減奔を

開閉して行う方式を上っている｡
皿澗#

ターピン

タ ー ビ ン 調 速 機 構

ControIMechanism of Steam Turbine

第15図 調速機過渡応答 験 の オ シ ロ 〝 ラ ム

Fig.15.Oscillogram ofIndicialResponse Test of Governor

(7)保安装置および監視用指示計器

タービンを突発的やl牧より救う装置と

して各便の保安装置を備えているが,こ

れらは最も確実な油比ならびに空気作動

式のものですべて遠隔操作こ便利なよう

こ考慮されている= そのおもなものを挙

げれば次のごとくである｡

(A)

(B)

(i)

(ii)

(C)

(D)

(E)

(F)

(G)

(H)

(り

∴ト

(K)

非常調速機

‖打‥矧断蓮急応

加減弁遮断装置

主塞_り二弁遮断装荷

主 直弁遠方操作用テスト弁

スラスト遮断装置

真空低~~F警幸針㌢らびに遮断装置

真空破壊器

ターボポンプガバナ

軸′_封Itり1ニカスイッチ

初圧調整憤

油南蛮動警部装置

タービン排気温度警報ならびに

遮断装荷
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またタービンの急速起動および中

央制御に便利なように~~F記のように

下記のような監視用指示計器を備え

ている｡

(A)

(B)

(C)

(D)

(E)

車封申および伸差記録計器

軸偏心記録計器

振動振幅記録計器

電気回転計器

速度およびカム位｢勘~旨ホ.‡l

器

〔ⅠⅤ〕発電所補器の性能

発電所神器の配置構造に対しては

特につぎの点を考慮して計画した｡

プラント効率の上昇

保守および運転の簡易化

給水純度の上昇

弟18図は本タービンプラントの配

置を示したものである｡プラント効

率を上昇させるために特に考慮した

点を挙げればつぎの通りである｡

(1)タービン高圧部のラビリンス

パッキンよりの漏洩蒸気および加

405

些事■}㌣い､Hプt■tギ○▼l

第16図 調速隊過渡応答試験のオシログラム

Fig.16.Oscilllogram ofInditialFrequency

Test of Governor

第17図 調速機周波数応答試験のオシログラム

Fig.17.Oscilllogram of Frequency Response

Test cf Governor

第18図

Fig.18.

タ ー ビ ン プ ラ ン ト 配 置 図

Arrangement of Steam Turbine Plant
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減弁のグランドよりの漏洩蒸気を低圧の出気管に導い

て漏洩損失を防止している｡

(2)復水器の真空ポンプにKINNEYの回転式真空ポ

ンプを用いて蒸気の消費量を減少している｡

(3)高圧加熱器はプレヒータおよびドレンクーラ付き

加熱器を採用して加熱蒸気の減少を計った｡

(4)水素冷却器の冷却水に復水を用いて葉柄肖費量の減

少を計った｡

(5)脱気器は圧力型とし低負荷時でも頁空こならない

ようにすると同時に 水ポンプの押込み庄プ｣を高くし

て昇圧ポンプを廃し補機動功の減少を計った｡

(6)脱気器の前に蒸化蒸溜器を設けて蒸化器の発生蒸

気および連続ブローの発生蒸気を蒸溜する方式とし

た｡このたゆ脱気器の圧力は高くても蒸化薫溜器の圧

力を低くとることができるので蒸化器あるいは連続ブ

ローの発生蒸気の圧力も低くなりプラント効率は上昇

する｡

(7)生水脱気器を蒸化器の上に置き生水が自然に生水

脱気器より蒸化器に流入するようにし途中の昇圧ボン

プを廃したため補器

〔Ⅴ]尭 電

ル~ま減少した｡

所補器の構造

(り 復 水 器

復水器は低圧ケーシングの排気壬こ熔接でJ倒寸けられ

るのでこの邦分よりの空気の漏洩は全くない∴て滝口管は

空気抽出口を中心として放射状に配列し蒸気が管列の全

周から低圧の空気抽出】-｣に向って最短距離せ通って流れ

るようになっている‥､このため蒸気通路の抵拭がきわめ

て少く蒸気が不必要こ過冷されることがない､復水溜に

:‡再勲脱気装置を設けている｡冷却管･:ま両端エキスパン

ダとしエキスパンダ部には三条の溝を入れて把握力を増

大し熟膨脹による力に耐えられるようになっているとと

もにi■揃曳を防止している.｡第1,図は復水器を示す｡

(2)真空ポ ン プ

員空ポンプには第20図に示すようなKINNEYの回転

式真空ポンプを採用した｡回転式貢空ポンプの相良とし

ては下記の点が挙げられる｡

(A)蒸気消費量が減少する｡

(B)起動停止に対して遠方操作が容易である｡

(C)起動時間が早い｡

(D)ェゼクタのように蒸気中に空気,炭酸ガスある

t■､はアンモニ7なごの有害ガスの混入がない｡

(3)加 熱 器

高圧加熱器はプレヒータおよびドレンク←ラが加熱器

の内部に設けられている｡本加熱器を肝}､るL加熱蒸気

の出気たを低くとることができ,それだけタービンで仕

第38巻 第3号

第19図 復 水 器

Fig.19.Condenser

空気入口

冷却水親日

冷却水出口

空気人口

'ニ

油分離器

冷却水人口

油分郵券

冷却水入口

第20図 キこ←回転式真空ポンプ
Fig･20･KINNEY Vacuum Pump

ポをすること∴∴なり有利である｡てイほ帽二にはキュプロニ

ッケルを使用し水室部ほ自緊式として漏洩を防止してい

る∴韮化蒸溜器て~まドレンクーラ付であり,低圧加熱器に

ミ･士ポンプドタイプを使周しで.､る｡

(4)脱 気 韓

睨気器は噴射式と散水式の特長を純一合わせた構造とな

っており噴身寸ノズルは負荷の変動があっても常に一定の

状態で噴射されるようになっで.､る｡脱気室内は圧力型

とし低負荷でも大気圧力以上になるように空気の漏洩を
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防止している｡本脱気器の性能は給水中の酸 含有量を

0.005cc/J以下に保つことができる｡この微量な酸素の

測定には日立 作所独特の高周波滴定装置を用いて行

つ｡

(5)蒸 化 器

蒸化器は第21図に示すように胴体を中央より二つに仕

切って両室で二重効果を行うような構造となっている｡

生水の入口には脱気装置を設けてあり脱気された空気と

蒸気の混合気はベントコンデンサに入り,蒸気は復水し

て器内に帰るが空気は器外に排出される｡

(`)自 動 装 置

保守および運転の簡易化を目標として各部に下記のよ

うな自動装置を設け中央制御に便利なように考慮されて

いる｡

(A)山気弁遮断装置

(B)自動近路弁装置

(C)高圧加熱器水位警報装置

(D)脱気器水位指示器

(E)脱気器圧力低下切換弁

(F)蒸化器圧力低下切換弁

(G)水素冷却器冷却水温度制御装置

(H)復水器の自動水位加減弁

〔ⅤⅠ〕結 言

本タ∴-ビンおよび給水加熱装置ほ昭和30年12月15日

官庁立会試験を終了し16日より好評裡に営業運転に入つ

ている｡我国最初の88kg/cm2,5100Cの高圧高温大容

量タービンとして電力界に新偉力を加えることができた

407

第21国 葬 化 器

Fig.21.Evaporator

こ.とほ製作者にとって真に喜びに耐えぬところである｡

本タービンは運転に当っては従来のいかなるタービン

よりも振動が少く,また調速機もきわわめて安定でハン

チングなどは全然見られず全負荷遮断時の最大速度上昇

率は5.7%という小さい値であり併列投入および負荷の

調節がきわめて容易である｡第2咽は運転に入った本タ

ービン発電機である｡

最後に本タービンおよび 水加熱装置の製作に当り終

始御懇切な御指導を戴いた東京電力株式会社の寺田重役

を始め関係の方々に深甚なる謝
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